
「京
武
者
」

の
東
国
進
出
と
そ
の
本
拠
地
に
つ
い
て

大
井

・
品
川
氏
と
北
条
氏
を
中
心
に

野

口

　

実

は
じ
め
に

「京武者」の東国進出とその本拠地について

　
近
年
、
中
世
前
期
の
武
士
が
流
通

・
生
産
に
規
定
さ
れ
る
都
市
的
な
存
在
で
あ
る
と
す
る
視
角
か
ら
の
研
究
が
進
ん
だ
結
果
、
そ

の
在
京
活
動
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
り
わ
け
、
十
二
世
紀
前
半
に
お
け
る
源
氏
系

「京
武
者
」
の
在
京

・
在
地
双
方
に

お
け
る

一
族
間
の
分
業
関
係
を
指
摘
し
た
須
藤
聡

・
伊
藤
瑠
美
の
研
究
は
成
立
期
の
武
士
研
究
に
大
き
な
画
期
を
も
た
ら
す
成
果
と

　
　
ハよ

い
え
る
。
こ
の
指
摘
は
、
元
来
畿
内
近
国
に
本
拠
を
持
ち
な
が
ら
河
内
源
氏
に
従
属
し
、
そ
の
爪
牙
と
し
て
東
国

に
進
出
し
た

「京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　こ

武
者
」
を
出
自
と
す
る
波
多
野

・
八
田

(宇
都
宮
)

・
山
内
首
藤

・
大
中
臣

(中
郡

・
那
珂
)
氏
な
ど
に
も
敷
術
で
き
よ

う
。

　
さ
ら
に
保
元

・
平
治
の
乱
以
降
の
時
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
在
地
活
動
に
専
念
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
国
衙
在
庁
系
の
千
葉

氏
な
ど
も
、
積
極
的
に
そ
の
子
弟

・
一
族
を
中
央
に
出
仕
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
治
承
四
年

(
=

八
〇
)、
源
頼
朝
の
挙
兵
に
呼
応
し
た
千
葉
常
胤
に
は
、
知
ら
れ
る
限
り
七
人
の
男
子
が
あ
っ
た

が
、
六
男
の
胤
頼

は
京
都
に
出
て
滝
口
に
砥
候
し
、
そ
の
縁
で
知
己
を
得
た
摂
津
渡
辺
党
の
遠
藤
持
遠
の
推
挙
を
え
て
上
西
門
院
に
仕
え
、
そ
の
御
給
に
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よ

っ
て
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
。
頼
朝
が
挙
兵
し
た
と
き
、
常
胤
に
参
向
を
積
極
的
に
勧
め
た
の
は
こ
の
胤
頼
で
あ

っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
胤
頼

の
兄
弟
の

一
人
で
あ
る
日
胤
は
園
城
寺
に
入

っ
て
阿
閣
梨
と
な
り
、
律
上

(律
静
)
房
と
称
し
た
。
彼
は
、
同
寺
に
お
け
る

反
平
家
勢
力
の
中
心
と
な

っ
て
、
平
家
打
倒
に
挙
兵
し
た
以
仁
王

・
源
頼
政
を
迎
え
入
れ
、
そ
の
後
、
王
に
従

っ
て
南
都
を
目
指
す
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハヨね

中

、
討
死
を
遂
げ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
千
葉
氏
の
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
二
世
紀
後
半

の
時
期
、
個
々
の
東
国
武
士
も
す
で
に
京
都
の
文
化
を
受
容

・
咀
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
　

し
、
中
央
政
界
の
動
向
を
機
敏
に
察
知
す
る
た
め
の
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
た
。
治
承

・
寿
永
内
乱
は
源
頼
朝
や
木
曾
義

仲
な
ど
に
よ

っ
て
統
合
さ
れ
た
東
国
武
士
た
ち
が
列
島
規
模
で
移
動
し
、
合
戦
を
展
開
し
た
史
上
空
前
の
内
戦
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
前

提
と
し
て
、
こ
う
し
た
広
範
な
地
方
武
士
の
在
京
活
動
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
河
内
源
氏
系
の
京
武
者
が
東
国
に
進
出
す
る
に
際
し
て
、
当
該
国
の
知
行
国
主
や
受
領
の
支
援
が
あ

っ
た
こ
と
は
既
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　う　

指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
中
央
と
地
方
社
会
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
多
様
に
存
在
し
た
が
、
や
は
り
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お

い

て
最
も
太

い
パ
イ
プ
は
国
衙
の
ル
ー
ト
で
あ

っ
た
。

　

諸
国
に
下
っ
て
、
こ
の
国
衙
を
統
轄
す
る
機
能
を
に
な

っ
た
の
が
目
代
で
あ
る
が
、
と
く
に
在
庁
官
人
11
在
地
有
力
武
士
と
い
う
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　り

式

が
鮮
明
な
東
国
の
場
合
、
目
代
に
は
都
の
武
士
が
選
任

・
派
遣
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
、
十
二
世
紀
に
至

っ
て
東
国
に
下
向
し
て
中
央
と
在
地
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
治
承

・
寿
永
内

乱

に
臨
ん
だ
存
在
と
し
て
武
蔵
の
大
井

・
品
川

(品
河
)
氏
と
伊
豆
の
北
条
氏
を
取
り
上
げ
、
そ
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
、
在
地
に
お

け

る
本
拠
の
立
地
の
問
題
を
重
視
な
が
ら
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。
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「京武者」の東国進出とその本拠地について

(
1
)　

須
藤
聡

「平
安
末
期
清
和
源
氏
義
国
流

の
在
京
活
動
」

(『群
馬
歴
史
民
俗
』
第

一
六
号
、

一
九
九
五
年
)
、
伊
藤
瑠
美

「
11
～

12
世
紀

に
お
け
る

　
　

武
士

の
存
在
形
態
-
清
和
源
氏
重
宗
流
を
題
材

に
ー
」

(『古
代
文
化
』
第

五
六
巻
第
八

・
九
号
、
二
〇
〇
四
年
)
。
な
お
、
須
藤
聡

「保
元

・
平
治

　
　

期

の
政
治
動
向
-
美
濃
源
氏
の
源
光
保

・
光
宗

の
活
動
を
中
心
に
ー
」

(『西
垣
晴
次
先
生
退
官
記
念
　
宗
教
史

・
地
方
史
論
纂
』
刀
水
書
房
、

一
九

　
　

九
四
年
)
は
、
美
濃
源
氏
が
伊
勢
平
氏
と
類
似
し
た
動
向
を
示
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深

い
。

(2
)　
　

「
京
武
者
」

の
概
念

に

つ
い
て
は
、
元
木
泰
雄

『武
士

の
成
立
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
年
)
を
参
照
。
ま
た
、
波
多
野

・
八
田

(宇
都

　
　

宮

)

・
山
内
首
藤
氏
の
存
在
形
態

に
つ
い
て
は
、
拙
著

『坂
東
武
士
団

の
成
立
と
発
展
』

(弘
生
書
林
、

一
九
八
二
年
)

・
同

『鎌
倉
の
豪
族
1
』

　
　
　
(か
ま
く
ら
春
秋
社
、

一
九
八
三
年
)

・
同

『中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』

(高
科
書
店
、

一
九
九
四
年
)
、
大
中
臣

(中
郡

・
那
珂
)
氏
に

つ
い
て

　
　

は
、
網
野
善
彦

「桐
村
家
所
蔵

「大
中
臣
氏
略
系
図
」」

(同

『日
本
中
世
史
料
学

の
課
題
-
系
図

・
偽
文
書

・
文
書
』
弘
文
堂
、

一
九
九
六
年
、
初

　
　

出

一
九
八
二
年
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

　
　
　

ち
な
み
に
、
大
中
臣
氏

の
出
自

に
つ
い
て
、
桐
村
家
所
蔵

「大
中
臣
氏
略
系
図
」
に
は
、
初
代

の
頼
継
は
後

二
条
関
白
師
通
の
子
だ
が
、
大
中
臣

　
　

に
改
姓
し
た
と
あ
り
、
そ

の
子
に
頼
経
が
見
え
る
。

一
方
、

『尊
卑
分
豚
』

(国
史
大
系
本
第
四
篇

(紀
氏
)

二

一
五
頁
)

に
は
、
ち

ょ
う
ど

こ
れ
に

　
　

符
合

す
る
か
の
よ
う
に

「京
極
殿

(師
実
)
恪
勤
」

の
宗
賢
の
子
頼
賢
に

「改
姓
大
中
臣
」
と
あ
り
、
そ
の
子
に
頼
継
、
孫
に
頼
経

の
名
が
見
え
て

　
　

い
る
。
お
そ
ら
く
、
摂
関
家

に
仕
え
て
い
た
紀
氏
の

一
流
が
大
中
臣
氏
を
称
し
、
且

つ
武
士
化

し
て
摂
関
家

の
武
力
を
構
成
し
て
い
た
河
内
源
氏
に

　
　

従

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

(3
)　

千
葉
胤
頼

・
日
胤
に
つ
い
て
は
、
拙
著

『坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』

・
同

『鎌
倉

の
豪
族
工
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(4
)　

当
該
期
に
お
け
る
東
国
武
士
の
文
化
水
準
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「坂
東
平
氏
と

『平
家
物
語
』
1
上
総
広
常

・

『源
平
闘
諄
録
』

・
畠
山
重
忠

の

　
　

こ
と
な
ど
ー
」

(
『軍
記

と
語
り
物
』
第
三
八
号

、
二
〇
〇
二
年
)
、
同

「
鎌
倉
武
士
の
心
性
」

(五
味
文
彦

・
馬
淵
和
雄
編

『中
世
都
市
鎌
倉
の
実
像

　
　

と
境
界
』　

高
志
書
院
、
二
〇
〇
四
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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(
5
)　

拙
稿

コ
象
族
的
武
士
団

の
成
立
」

(元
木
泰
雄
編

『日
本

の
時
代
史
7
　
院
政
の
展
開
と
内
乱
』
吉
川
弘
文
館

、
二
〇
〇
二
年
)
。

(6
)　

永
久
三
年

(
一
一
一
五
)
四
月
二
十
六
日

「平
資
孝
文
書
紛
失
状
」

(
『平
安
遺
文
』

一
八
二
一二
号
)
に
下
総
目
代
と
し
て
見
え
る
平
資
孝

は
、
白

河
院

の
近
臣
で
検
非
違
使
と
し
て
活
躍
し
た
経
歴
を
も

つ
藤
原
盛
重
が
相
模
守

に
任
じ
た
際

に
も
目
代
を

つ
と
め
て

い
る
が

(
『長
野
県
史
　
通
史

編
　
第

一
巻
　
原
始

・
古
代
』

一
九
八
九
年
、
七
三
〇
～
七
三

一
頁
)
、
彼

の
出
自
は
お
そ
ら
く
伊
勢
平
氏
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
平
家
打
倒

に
蹴
起
し
た
源
頼
朝
が
最
初
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
た
伊
豆
国
目
代
山
木
兼
隆
も
、
そ
の

一
例
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
伊

豆

の
流
人

で
あ

っ
た
兼
隆
が
、
平
治
の
乱
以
降
、
長
く

こ
の
国

の
知
行
国
主
を

つ
と
め
た
源
頼
政

の
敗
亡
の
後
、
新
た
に
知
行
国
主
と
な

っ
た
平
時

忠
か
ら
目
代
に
登
用
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
伊
勢
平
氏

一
族
の
京
武
者
の
出
身
で
あ
り
、
か

つ
て
検
非
違
使
別
当
平
時
忠
の
も

と
で
判
官
と
し
て
活
動
し
た
経
歴
を
も

つ
存
在

だ

っ
た
の
で
あ
る

(拙
稿

「院
政
期

に
お
け
る
伊
勢
平
氏
庶
流
1

「平
家
」
論

の
前
提
作
業
i

」
京

都
女
子
大
学
宗
教

・
文
化
研
究
所

『研
究
紀
要
』
第

一
六
号
、

二
〇
〇
三
年
)
。

　
上
総
国
に
お

い
て
も
治
承
三
年

(
=

七
九
)
十

一
月
の
ク
ー
デ
タ
:
に
よ

っ
て
上
総
介
に
任
じ
た
平
家

の
有
力
家
人
藤
原
忠
清
の
目
代
と
し
て

平
重
盛

の
家
人
で
あ

っ
た
平
重
国
が
下
向

し
て

い
た
ら
し
く

(拙
著

『中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
)
、
下
総

に
も

「元
自
有
勢
者
」
で

「平
家
方
人
」

の
目
代
が

い
た

(
『吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
九
月
十
三
日
条
)
。

　
さ
ら
に
、
長
く
平
知
盛

の
知
行
下

に
置
か
れ
た
武
蔵
国

に
も
、
目
代
と
し
て
平
家
家
人
が
下
向
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
実
際
、
清
盛

の
有

力
家
人
平
盛
俊
の
子

の
盛
継
や
知
盛
の
家
人
で
あ

る
武
藤
頼
平

が
在
国
し
た
徴
証

が
み
と
め
ら
れ
る

(拙
稿

「鎌
倉
武
士
の
心
性
」
註

(5
)
、
今

野
慶
信

「東
国
武
士
団
と
源
氏
臣
従
課
」

『駒
澤
大
学
史
学
論
集
』
第

二
六
号
、

一
九
九
六
年
)
。

　
な
お
、
西
国

に
お

い
て
も
、
平
家

の
祖

で
あ
る
正
盛
が
、
白
河
院

の
近
臣
藤
原
為
房
や
顕
季
に
仕
え
、
彼
ら
の
任
国
で
あ
る
加
賀

や
播
磨
に
下

っ

て
、
国
衙
の
検
非
違
使
所

・
御
厩
別
当
職
に
任
じ
て

い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
し

(
『延
慶
本
平
家
物
語
』
第
二
中

の
十
四
)
、
讃
岐

に
お

い
て
も
、
十

二
世
紀
後
半

、
京
武
者

で

「公
」
を
名
の
通
字
と
す

る
橘
氏
が
目
代
を

つ
と
め
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る

(野
中
寛
文

「讃
岐
武
士
団
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の
成
立
」

『四
国
中
世
史
研
究
』
創
刊
号
、

一
九
九
〇
年
)
。

一　

大
井

・
品
川
氏
と
品
川
湊

「京武者」の東国進出とその本拠地について

　

品
川
は
金
沢
文
庫
古
文
書

の
明
徳
三
年

(
一
三
九
二
)
の

「品
川
湊
船
帳
」
な
ど
か
ら
伊
勢
か
ら
の
回
船
が
往
来
す
る
港
湾
都
市
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　り

し
て
栄
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
中
世
前
期
ま
で
遡
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
品
川
は
神
奈
川
湊
と
と
も
に

多
摩
川
河
口
付
近
に
位
置
し
、
国
衙
領
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
流
域
に
位
置
す
る
国
衙
の
外
港

「国
府
津
」
あ
る
い
は
荏
原
郡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　　

「郡
津
」
の
機
能
を
担

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
周
辺
に
は
榛
谷
御
厨
な
ど
、
十
二
世
紀
に
成
立
し
た
伊
勢
神
宮
領
荘
園
も
多

(3、)。
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ユ

　
当
地
の
在
地
領
主
品
川
氏
は
東
国
武
士
と
し
て
は
希
な
紀
氏
系
の
大
井
氏
の

一
族
で
、
京
都
と
密
接
な
関
係
を
も

つ
存
在
で
あ

っ
た

ら
し
い
。
大
井

・
品
川
氏
が
国
衙
や
秩
父

一
族
な
ど
武
蔵
の
在
庁
系
武
士
団
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持

つ
存
在
で
あ

っ
た
の
か
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ら　

こ
と
は
、
品
川
の
港
湾
機
能
の
評
価
の
問
題
と
と
も
に
大
き
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
十
二
世
紀
末
の
時
代
に
お
い
て
、
こ
の

一
族
中
、
も

っ
と
も
史
料
に
恵
ま
れ
た
人
物
と
し
て
大
井
実
春
が
あ
る
。
大
井
氏
の
本
貫
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ゑ

は
武
蔵
国
荏
原
郡
大
井
郷
で
、
大
井
光
三
氏
所
蔵

『大
井
系
図
』
に
よ
る
と
、
彼
の
父
で

「兵
三
次
郎
」
と
呼
ば
れ
た
実
直
の
こ
ろ
か

ら
武
蔵
国
と
関
係
を
も

っ
た
ら
し
い
。

一
方
、
『尊
卑
分
豚
』
に
よ
る
と
実
直
の
通
称
は

「兵
三
武
者
」
で
、
院
武
者
所
砥
候
の
経
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヱ

が
知
ら
れ
、
そ
の
伯

(叔
)
母
は
源
頼
政
の
妾
で
仲
綱
を
生
ん
だ
女
性
と
い
う
。

一
族
に
は
滝
口
に
砥
候
し
た
者
も
あ
り
、
こ
の

一
族

は
元
来

「京
武
者
」
の
範
疇
に
属
す
る
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
実
直
の
子
に
は
実
春

・
清
実

・
実
高

・
実
元

・
実
能
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
井

・
品
河

(品
川
)

・
春
日
部

・
潮
田

・
堤
を
名
字
と
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し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
名
字
は
武
蔵
国
内
の
地
名
で
あ
り
、
実
直
が
武
蔵
国
内
の
各
地
に
勢
力
を
扶
植
し
う
る
立
場

に
あ

っ
た
こ
と
を

予
想
さ
せ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
名
は
大
井
郷
潮
田
や
六
郷
保
内
堤
郷
な
ど
、
春
日
部
を
除
い
て
、
武
蔵
国
東
南
部
の
沿
岸
に
接
し

て
い
る
。
国
府
津
と
も

い
う
べ
き
品
川
湊
を
掌
握
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
後
述
の
よ
う
に
、
実
直
の
子
の
実
春
が
因
幡
目
代
を
勤
め
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
直
は
、
お
そ
ら
く
武
蔵
国
目
代
と
し
て
下
向
し
、
在
地
の
武
士
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
な
ど
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ム

で
管
国
内
に
拠
点
を
築
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
元
暦
元
年

(
=

八
四
)
三
月
、
大
井
実
春
は
伊
勢
国
に
潜
伏
す
る
平
家
家
人
討
伐
の
た
め
に
伊
勢
に
派
遣
さ
れ
、
同
五
月
に
は
同

〔系図1〕 紀氏 ・大中臣氏一族系図

　　　　　 (主に 『尊卑分豚』による)

摂
津
守

紀
頼
任

主
計
允

宗
成

頼
季

延
久
六
年

任
山
城
介

少
外
記

宗
政

摂
津
守

守
澄

宗
賢

長
承
三
年

任
大
和
守
、

京
極
殿
恪
勤

兵
三
武
者

実
直

滝

口
・左
馬
允

久
俊

源

頼
政
妾

・仲
綱
母

女
子

大
中
臣

頼
賢

康
治
三
銀

叙
爵

滝
口
季
宗

武
蔵
介

実
重
左
衛
門
尉

実

春

(大
井
)

清

実

(品
河
) 山

城
守

頼
継

雅
楽
助

頼
広

左
衛
門
尉

実
高

(春
日
部
)

実

元

(潮
田
)

実
能

(堤
)

頼
経
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「京武者」の東国進出とその本拠地について

〔地図1〕 中世品川概念図　文政11年 の品川図に中世関連の寺社等を配置したもの

　　　　　　 (柘植信行 「開かれた東国の海上交通と品川湊」より)
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国

に
お
い
て
波
多
野
三
郎
ら
と
と
も
に
志
太
義
広
を
諒
殺
し
て
い
る
。
文
治
元
年

(
二

八
五
)
十

一
月
に
は
、
没

収
さ
れ
た
河
越
重

頼

の
旧
領
の
う
ち
、
伊
勢
国
香
取
五
ケ
郷
が
実
春
に
給
与
さ
れ
、
ま
た
貞
応
二
年

(
一
二
二
三
)
の

「関
東
下
知
状
」
に
よ
る
と
実
春

の
甥
に
あ
た
る
品
川
清
経
が
同
国
員
弁
郡
内
曽
原
御
厨
の
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
大
井

・
品
川
氏
の

一

族
が
内
乱
期
以
前
か
ら
伊
勢
国
と
深
い
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
伊
勢
と
の
関
係
の
契
機
が
品
川
湊
を
掌
握
し
た
こ
と

に
よ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
伊
勢
と
の
関
係
が
先
に
あ
っ
た
た
め
に
品
川
湊
を
支
配
下
に
お
さ
め
た
の
か
、
両
方
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
大
井

・
品
川
氏
が
単
な
る
東
国
の
在
地
武
士
と
し
て
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
存
在
形
態
を
有
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
事
実
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、
文
治
元
年
正
月

一
日
、
義
経
が
後
白
河
院
に
大
夫
尉
の
拝
賀
を
行

っ
た
際
、
大
井
実
春
は

「因
幡
御
目
代
」
と
し
て
椀
飯
の
役
を
勤
め
て
い
る

(『大
夫
尉
義
経
畏
申
記
』)。
こ
の
時
の
因
幡
守
は
中
原

(大
江
)
広
元
で
あ
り
、
広
元

と
大
井
氏

(紀
氏
)
の
関
係
に
つ
い
て
も
興
味
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
中
世
港
湾
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
品
川
を
、
こ
の
よ
う
な
大
井

・
品
川
氏
の
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
空
間
と
し
て
評
価
し
、
再
検
討

を
加
え
る
こ
と
は
、
列
島
規
模
で
醸
成
さ
れ
た
治
承

・
寿
永
内
乱
勃
発
の
契
機
を
探
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
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(1
)　

綿
貫
友
子

「
『武
蔵
国
品
川
湊
船
帳
』
を
め
ぐ

っ
て
ー
中
世
関
東

に
お
け
る
隔
地
間
取
引
の

一
側
面
1
」

(『史
艸
』
第

三
〇
号
、

一
九
八
九
年
)
。

(2
)　

高
島
緑
雄

・
峰
岸
純
夫

・
柘
植
信
行

・
北
原
進

「
(座
談
会
)
江
戸
湾
岸

の
中
世
史
-

荏
原
地
域
を
中
心
に
ー
」

(
『史
誌
』
三
六
号
、

一
九
九
二

　
　

年
)
に
お
け
る
高
島
緑
雄

の
発
言
。

(3
)　

中
世
の
品
川
湊

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

(聞
き
手

・
木
村
茂
光
/
則
竹
雄

一
)
「峰
岸
純
夫
　
中
世
東
国

の
水
運
史
研
究
を
め
ぐ

っ
て
」

　
　

(
『歴
史
評
論
』
五
〇
七
号
、

一
九
九
二
年
)
、
柘
植
信
行

「開
か
れ
た
東
国

の
海
上
交
通
と
品
川
湊
」

(網
野
善
彦

・
石
井
進
編

『中
世
の
風
景
を
読



「京武者」の東国進出とその本拠地について

　
　

む
　
第

二
巻
　
都
市
鎌
倉
と
坂
東

の
海
に
暮
ら
す
』
新
人
物
往
来
社
、

一
九
九
四
年
)
、
市
村
高
男

「中
世
と
東
国
に
お
け
る
内
海
水
運
と
品
川
湊
」

　
　
　
(
『品
川
歴
史
舘
紀
要
』
第

一
〇
号
、

一
九
九
五
年
)
、
稲
本
紀
昭

・
宇
佐
美
隆
之

・
柘
植
信
行

・
峰
岸
純
夫

・
渡
貫
友
子

「
〈座
談
会
〉
中
世
太
平
洋

　
　

海
運
と
品
川
」

(
『品
川
歴
史
舘
紀
要
』
第

一
三
号
、

一
九
九
八
年
)
を
参
照
。

(4
)　

大
井

・
品
川
氏
に

つ
い
て
は
、
関
幸
彦

「鎌
倉
殿
家
人
大
井
実
春

の
時
代
ー
内
乱
期

の
武
士
像

・

『吾
妻
鏡
』

ノ
ー
ト
ー
」

(『鶴
見
大
学
紀
要
』

　
　

第
四
〇
号
、
第
四
部
　
人
文

・
社
会

・
自
然
科
学
編
、

二
〇
〇
三
年
)
、
同

「御
家
人
品
河
氏
の
西
遷
」

(『
品
川
歴
史
舘
紀
要
』
第

一
八
号
、
二
〇

　
　

〇
三
年
)
を
参
照
。

　
　
　

な
お
、
「侍
」
と

し
て
の
紀
氏
お
よ
び

「侍
」
が
摂
関
家
な
ど

の
家
産
機
構

に
お
け
る

「所
」

の
み
な
ら
ず
、
中
央
よ
り
国
守

の
走
狗

と
し
て
地

　
　

方
に
派
遣
さ
れ
、
国
衙

「所
」

の
別
当
や
目
代

に
採
用
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
申
原
俊
章

「
「侍
」
考
」

(
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
八
三
号
、

一
九

　
　

七
九
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(5
)　

　

『尊
卑
分
豚
』

(国
史
大
系
本
第
四
篇

〈紀
氏
〉
二

一
七
頁
)
に
よ
れ
ば
、
実
直

の
子
実
重
は
秩
父

一
族

で
あ
る
渋
谷
太
郎
光
重
の
養
子
に
な

っ

　
　

た
と
い
う
。
た
だ

し
、
そ
の
子
孫
は
薩
摩
国
に
西
遷

し
て
同
国
祁
答
院
柏
原
内
平
河
を
所
領

と
し
、
祁
答
院
地
頭
の
渋
谷
氏
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
で

　
　

い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
記
事
は
後
世

の
追
記

で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

(6
)　

高
島
緑
雄

・
峰
岸
純
夫

・
柘
植
信
行

・
北
原
進

(「
(座
談
会
)
江
戸
湾
岸

の
中
世
史
-
荏
原
地
域
を
中
心
に
ー
」
所
掲

。

(
7
)　

た
だ
し
、
仲
綱

の
母
に
つ
い
て
は
、

『尊
卑
分
豚
』

(国
史
大
系
本
第
三
篇

〈清
和
源
氏
〉

一
二
八
頁
)
に

「源
斉
頼
女
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
大

　
　

井
光
三
氏
所
蔵

『大
井
系
図
』

は
実
直
に

つ
い
て

「源
仲
政
為
子
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の

一
族
が
摂
津
源
氏
の
仲
政
-
頼
政
-
仲
綱
と
近

い
関
係

　
　

に
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(8
)　

実
直
は
大
井
光
三
氏
所
蔵

『大
井
系
図
』
に

「武
蔵
国

々
守
」
、
実
重
は

『尊
卑
分
豚
」

に

「
武
蔵
権
守
」
、

『紀
氏
系
図
』
(群
書
類
従

)
に
は

「武

　
　

蔵
介
」
と
見
え
る
。

こ
れ
ら

の
記
事

か
ら
、
目
代
な
ど
に
補
さ
れ

て
武
蔵

に
下
向
し
、
や
が
て
在
庁
化
し
た
過
程
を
看
取
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
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二
　
伊
豆
北
条
氏
の
系
譜
と
そ
の
本
拠

54

 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
北
条
氏
の
出
自

　

伊
豆
北
条
氏
の
出
自
に
つ
い
て
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
『吾
妻
鏡
』
に

「上
野
介
平
直
方
朝
臣
の
五
代
の
孫
、
北
条
四
郎
時
政
主

は
当
国

(伊
豆
)
の
豪
傑
な
り
」
(治
承
四
年
四
月
二
十
七
日
条
)
と
記
し
て
い
る
こ
と
と
、
元
弘
三
年

(
一
三
三
三
)
四
月

一
日

「大
塔
宮

護
良
親
王
令
旨
」
に

「伊
豆
国
在
庁
時
政
子
孫
高
時
法
師
」
と
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
北
条
氏
は
平
直
方

の
子
孫
で
あ
り
、

十

二
世
紀
末
に
は
伊
豆
国
の
在
庁
を
つ
と
め
る
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
『吉
口
伝
』
の

「元
弘
二
年
四
三
被
相
語
条
々
」

に
も
、
伊
豆
国
の
在
庁
で
あ

っ
た
時
政
が
、
久
寿
元
年

(
=

五
四
)
十

一
月
か
ら
保
元
三
年

(
=

五
八
)
十

一
月

の
間
の
頃
、
伊
豆

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハヨ　

守
だ

っ
た
吉
田
経
房
と
接
触
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
頼
朝
と
経
房
を
結
び

つ
け
る
契
機
に
な

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『吾
妻
鏡
』
は
曲
筆
の
多
い
典
籍
史
料
で
あ
り
、
護
良
親
王
の
令
旨
も
後
世
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
『吾
妻
鏡
』

の

「豪
傑
」
の
評
価
は

措
く
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
他
の
史
料
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
事
実
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
否
定
す
る
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　り

　
北
条
氏
の
系
図
は
中
条
家
文
書

『桓
武
平
氏
諸
流
系
図
』
な
ど
、
鎌
倉
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
も
含
め
て
何
点

か
の
こ
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は

『吾
妻
鏡
』
の
い
う
よ
う
に
貞
盛
流
平
氏
の
直
方
を
祖
と
す
る
点
で
は
共
通
す
る
が
、
直
方
と
時
政
ま
で

　

　
　
　
　
　
　
　
　
ハヨソ

の
人
名
に
は
異
同
が
多
い
。
平
直
方
は
平
忠
常
の
乱
の
追
討
使
に
な
っ
た
が
、
そ
の
使
命
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
替
わ

っ
て
そ
れ

を
成

し
遂
げ
た
源
頼
信
の
嫡
子
頼
義
を
婿
に
迎
え
て
、
鎌
倉
の
屋
敷
を
譲

っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
軍
事
貴
族
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
北
条
氏
正
統
史
観
で
編
纂
さ
れ
た

『吾
妻
鏡
』
に
時
政
の
父
の
名
さ
え
登
場
し
な
い
と
い
う
の
は
実

に
不
可
解
な
こ
と

で
あ
る
。

一
方
、
時
政
の

「腹
心
」
で
、
在
京
し
て
そ
の
眼
代
を
つ
と
め
た
と
さ
れ
る
時
定
の
卒
伝
を
記
す

『吾
妻
鏡
』
建
久
四
年

(
=

九
三
)
二
月
二
十
五
日
条
に
、
時
定
の
父
と
し
て

「北
条
介
時
兼
」
が
所
見
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
時
兼
i
時
定
の
系
統
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　こ

こ
そ
が
本
来
の
北
条
氏
嫡
流
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
杉
橋
隆
夫
に
よ

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
時
定
は
時
政
が
任
官
す
る
前

か
ら
、
傑
杖

・
左
兵
衛
尉

・
左
衛
門
尉
を
歴
任
し
て
お
り
、
時
政
の

「眼
代
」
と
し
て
在
京
活
動
を
担
当
し
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　こ

そ
ら
く
頼
朝
挙
兵
以
前
の
段
階
か
ら
京
都
に
出
仕
し
て
い
た
経
歴
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
り

　

な
お
、
平
直
方
の
子
孫
に
つ
い
て
は
都
で
活
動
し
た
形
跡
は
み
と
め
ら
れ
る
が
、
北
条
氏
系
図
以
外
に
東
国
と
の
関
係
を
示
す
史
料

は
見
当
ら
な
い

(北
条
氏
の
系
図
に
は
在
地
の
地
名
で
あ
る

「熱
海

(阿
多
美
)」
を
称
す
る
聖
範
な
る
人
物
も
所
見
す
る
)。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る

と
、
北
条
氏
の
成
立

(伊
豆
留
住
な
い
し
は
土
着
)
は
十
二
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
も
否
め
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
北
条
氏
の
系
譜
は
平
直
方
流
と
す
る

一
点
だ
け
で
も
東
国
武
士
団
中
き
わ
め
て
珍
し
く
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ

う
な
北
条
氏
の
存
在
形
態
の
特
異
性
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
矛
盾
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　

さ
れ
る
の
が
佐
々
木
紀

一
の
示
し
た
北
条
氏
の
出
自
に
関
す
る
見
解
で
あ
る
。

　
佐
々
木
は

『源
平
闘
課
録
』

一
之
上

「自
桓
武
天
皇
平
家

一
胤
事
」
に
時
政
の
祖
父
時
家
が
伊
勢
平
氏
の
出
で

「北
条
介
」
の
婿
に

な

っ
た
と
あ
る
こ
と
と
、
秋
田
県
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
蔵
北
酒
出
本

『源
氏
系
図
』
の
大
和
源
氏
頼
俊
の
孫
に
あ
た

る
僧
信
実
の
注
記

に

「母
平
時
家
女
伊
豆
国
住
人
」
と
見
え
る
こ
と
に
着
目
。
双
方
の
記
事
が
矛
盾
な
く
成
立
す
る
こ
と
を
記
録
の
記
事
か
ら
証
明
し
た

上
で
、
「時
家
は
大
凡
そ
十

一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
初
の
人
物
と
見
な
し
得
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
時
家
を
時
政
の
祖
父
と
す
る

こ
と
の
妥
当
性
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『源
平
闘
諄
録
』
に
よ

っ
て
時
政
に
至
る
北
条
氏
の
系
図
を
作
成
す
る
と
左
の

よ
う
に
な
る
。

維
衡

(常
陸
守
)

維
度

(越
前
守
)

時
家

(北
条
介
の
娘
に
嫁
す
)

維
盛

(筑
後
守
)

時
包

(四
郎
大
夫
)

盛
基

(美
濃
守
)

貞
時

(兵
衛
大
夫
)

時

政

(北
条
四
郎

・
遠
江
守
)
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
伊
豆
在
庁
で
あ
る
直
方
流
の
北
条
氏

(「北
条
介
」)
に
伊
勢
平
氏
系
の
時
家
が
婿
入
り
を
し
た
と
い
う
図
式
が
成

り
立
つ
。
中
条
家
文
書

「桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」
に
は
、

56

 

盛
方

直
方

維
方

聖
範

時
家

時

兼

・

時
政

と
見
え
、
時
家
の
代
か
ら
名
の
通
字
が

「時
」
に
変
わ

っ
て
お
り
、
た
し
か
に
家
の
継
承
を
み
と
め
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
な
お
、

中
条
家
文
書

「桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」

・

「尊
卑
分
豚
』
と
も
に
、
時
家
は
貞
時
の
子
と
し
て
は
所
見
し
な
い
が
、
後
者
に
は
貞
時
の

兄
弟
と
し
て
盛
時
が
見
え
、
盛
時
の
子
に
も
正
時

・
叙
時
が
あ

っ
て

(前
者
に
は
正
時
の
み
)、
こ
の
系
統
の
多
く
が

「時
」
を
名
の
通

字

に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
念
の
た
め
に
申
し
添
え
て
お
く
と
、
時
包
の

「包
」
と
時
兼

の

「兼
」
は
同
訓
の

「か
ね
」
で
あ
る
。

　

一
方
、
『源
平
闘
課
録
』
の
述

べ
る
直
方
か
ら
盛
基
に
至
る
系
譜
に
つ
い
て
は
、
維
度
が
正
度
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
や
所
帯
の
官
職

に
若
干
の
齪
酷
が
み
と
め
ら
れ
る
も
の
の
、
中
条
家
文
書

「桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」
や

『尊
卑
分
豚
』
の
記
載
と
概
ね

一
致
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
『除
目
大
成
抄
』
第
五
に
は
、
永
久
二
年

(
=

一
四
)
正
月
、
盛
基
が
駿
河
守

へ
の
補
任
を
希
望
し
て
提
出
し
た
申
文
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　　

収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
面
か
ら
、
こ
の
時
彼
が
七
十
に
及
ぶ
高
齢
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『源
平
闘
諄
録
』
は

「北
条
介
」
の
系
譜
や
時
家
が
婿
入
り
を
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は

一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
あ

る

い
は
北
条
氏
が
平
直
方
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
所
伝
は
、
頼
朝
が
源
氏
の
東
国
支
配
の
淵
源
を
源
頼
義
に
求
め
て
、
そ
の
正
当
性
を

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
化
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
意
図
、
す
な
わ
ち
、
頼
義
と
頼
朝
、
直
方
女
と
政
子
を
等
置
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
北
条
氏
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と
源
氏
と
の
縁
由
を
強
調
す
る

(こ
の
こ
と
は
、
頼
朝
が
そ
の
嫡
子
に
、
頼
義
と
直
方
女
の
間
に
生
ま
れ
た

「義
家
」
に
な
ぞ
ら
え
て

「頼
家
」
と
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　　

名
し
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
)
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
捏
造
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で

は
ひ
と
ま
ず
、
北
条
時
政
の
祖
父
と
目
さ
れ
る
時
家
が
京
武
者
層
の
出
身
で
あ

っ
た
可
能
性
が
つ
よ
い
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い

(北
条
氏
が
ま
っ
た
く
直
方
流
の
系
譜
を
引
く
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
注

(6
)
に
示
し
た
盛
方
の
閲
歴
か
ら
見
て
、
そ
の
在
地
化
の
時
期
は
か
な
り

遅
い
)。

　
佐
々
木
紀

一
の
指
摘
に
基
づ
い
て
右
の
よ
う
に
北
条
氏
の
系
譜
を
理
解
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
説
明
の
つ
か
な
か
っ
た
北
条
氏

(時
政
)

に
関
す
る
多
く
の
疑
問
が

一
挙
に
氷
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
らいり

①
　
時
政
が
池
禅
尼
の
姪
に
あ
た
る
中
流
貴
族
出
身
の
女
性

(牧
の
方
)
を
妻
に
迎
え
、
彼
女
の
父
と
さ
れ
る
宗
親
が
政
子
に
仕
え

　
　
て
い
た
こ
と

(『吾
妻
鏡
』
寿
永
元
年
十

一
月
十
日
条
)。

②

時
政
が
頼
朝
を
婿
に
迎
え
、
そ
の
挙
兵
に
積
極
的
に
参
画
し
た
事
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
深
く
中
央
の
政
治
情
勢
に
通
じ
て
い

　
　
た
こ
と
。

③
　
文
治
元
年

(
=

八
五
)、
時
政
が
い
わ
ゆ
る
守
護

・
地
頭
設
置
勅
許
を
求
め
る
対
朝
廷
交
渉
に
あ
た
り
、
そ

の
後
、
そ
の
腹
心

　
　
(系
譜
的
に
は
時
政
の
甥
ま
た
は
従
弟
あ
る
い
は
兄
弟
)
で
あ
る
時
定
が

「眼
代
」
と
し
て
洛
中
警
衛

(義
経
の
追
捕
と
京

・
畿
内
近
国
の
軍

　
　
政
)
を
担
当
し
た
こ
と
。

④
　
国
家
守
護
権
を
掌
握
し
、
上
級
貴
族
と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
獲
得
し
た
頼
朝
が
、
そ
の
地
位
に
相
応
し
い
家
格
の
家
か
ら
妻

　
　
を
迎
え
る
こ
と
を
せ
ず
、
政
子
を
正
室
と
し
て
遇
し
続
け
た
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ

⑤

　
時
政
が
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
供
僧
を
推
挙
す
る
な
ど
、
都
に
あ

つ
い
人
脈
を
有
し
て
い
た
こ
と
。

⑥

時
政

・
政
子

・
義
時
が
頼
朝
の
死
後
、
中
原

(大
江
)
広
元
ら
京
下
り
の
吏
僚
と
連
携
し
、
有
力
御
家
人
を
圧

し
て
幕
府
政
治
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〔系図2〕 北条氏と藤原 ・源 ・平氏との関係系図(兄 姉弟妹順不同)
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を
領
導
し
う
る
立
場
を
確
立
し
得
た
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ぬソ

　
⑦
　
北
条
得
宗
家
の
有
力
被
官
平

・
長
崎
氏
が
、
平
資
盛
の
後
胤
な
い
し
伊
勢
平
氏
関
氏
の
子
孫
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　

以
上
、
思

い
つ
く
ま
ま
に
七
つ
の
点
を
あ
げ
た
が
、
右
の
仮
説
の
よ
う
に
北
条
氏
が
十
二
世
紀
前
期
ま
で
受
領
に
任
官
可
能
な

「京

武
者
」
の
家
を
出
自
と
す
る
存
在
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
解
決
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
③
に
関
連
し
て
、
国
地
頭
で
も
な
い
時
政
が
伊
勢
国
内
に
地
頭
職
を
補
任
し
て
い
る
こ
と
や
、
時
定
が
大
和
や
伊
賀
で
義
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な

追
捕
の
任
務
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も
、
も
と
も
と
北
条
氏
が
伊
勢
平
氏
の
出
身
で
あ
り
、
ま
た
興
福
寺
悪
僧
の
首

領
と
し
て
著
名
な
信
実
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
事
実
に
整
合
的
な
説
明
が
可
能
に
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

「京武者」の東国進出とその本拠地について

　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
　
伊
豆
国
衙
周
辺
の
人
的
環
境

　

と
こ
ろ
で
、
十
二
世
紀
の
伊
豆
国
に
お
い
て
北
条
氏
は
特
殊
な
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

伊
豆
の
国
衙
近
傍
、
田
方
郡
の
辺
り
に
は
、
①
国
衙
支
配
の
現
地
担
当
者
と
し
て
都
か
ら
赴
任
し
た
武
士
、
②
流

人
、
③
京
都
や
畿

内
近
国
に
お
け
る
政
争
で
敗
れ
て
浪
人
と
な
っ
て
伊
豆
に
下
り
、
在
地
の
有
力
者
の
も
と
に
寄
宿
な
い
し
婿
入
り
し
た
下
級
貴
族

・
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む

士
、
な
ど
が
数
多
居
住
し
て
い
た
。

　
①

と
し
て
は
、
近
藤
七
国
平
が
あ
る
。
彼
は

『延
慶
本
平
家
物
語
』
第
二
末
の
五
に
よ
る
と
、
承
安
三
年

(
=

七
三
)
流
罪
に
処

せ
ら
れ
た
文
覚
を
伊
豆
守
源
仲
綱
の
命
に
よ

っ
て
伊
豆
に
護
送
す
る
役
目
を
つ
と
め
て
お
り
、
ま
た

『屋
代
本
平
家
物
語
』
巻
第
五
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハむ

は

「在
庁
近
藤
四
郎
国
高
」
と
見
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
彼
は
も
と
も
と
頼
政

・
仲
綱
の
家
人
で
あ

っ
て
、
伊
豆
国
衙
に
派
遣
さ
れ
て

い
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
経
歴
が
、
の
ち
に
鎌
倉
殿
御
使
と
し
て
畿
内
近
国
や
西
国
で
活
躍
し
、
讃
岐
守
護
に
登
用
さ
れ
る
前
提

と
な

っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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〔地図2〕 伊豆国衙周辺の諸勢力

(本多隆成 ・荒木敏夫 ・杉橋隆夫 ・山本義彦 『静岡県の歴史二山川出版社、1998年 、

掲載の地図によって作成)
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「京武者」の東国進出とその本拠地について

　

②
と
し
て
は
、
頼
朝
、
文
覚
、
山
木
兼
隆
の
名
が
す
ぐ
に
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ほ
か
に
治
承
三
年

(
=

七
九
)
五
月
に
流
さ
れ
た
筑

前
住
吉
社
神
官
佐
伯
昌
助
が
あ
る
。
彼
が
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
対
外
貿
易
に
お
け
る
平
家
と
の
対
立
が
想
定
さ
れ
、

頼
朝
は
挙
兵
の
直
前
、
昌
助
に
平
家
討
滅
の
祈
祷
を
委
ね
て
い
る
。

　

③
と
し
て
は
、
狩
野
庄
の
工
藤
氏

(狩
野
氏
)
の
も
と
に
あ
っ
た
加
藤
氏
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『延
慶
本
平
家
物
語
』
(第
二
末

の
+
)
や

『源
平
盛
衰
記
』
(巻
二
+
)
に
よ
る
と
、
伊
勢
国
の
住
人
だ
っ
た
加
藤
景
員
は
、
同
国
の
武
士
で
平
家
に
仕
え
る
伊
藤
某
を

殺
し
た
こ
と
で
、
国
内
に
住
む
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
て
東
国
に
逃
れ
、
武
蔵
の
秩
父
氏
や
下
総
の
千
葉
氏
を
頼

っ
た
が
、
彼
ら
は
平

家

へ
の
聞
こ
え
を
怖
れ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
し
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
伊
豆
に
お
い
て
、
近
隣
の
武
士
三
戸
次
郎
と
の
抗
争
が
絶
え

な

い
た
め
に
武
芸
に
す
ぐ
れ
た
者
を
必
要
と
し
て
い
た
工
藤
介
茂
光
の
庇
護
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
婿
に
収
ま

っ
た
の
だ
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
流
罪
中

の
頼
朝

の
導
師
と
な

っ
た
走
湯
山

(伊
豆
山
権
現
)
の
住
侶
文
陽
房
覚
淵
は
、
こ
の
景
員
の
子
息
と
伝
え
ら
れ
る
。

相
模
の
渋
谷
氏
の
も
と
に
あ

っ
た
佐
々
木
氏
も
加
藤
氏
と
同
様
の
存
在
で
あ

っ
た
が
、
彼
ら
が
頼
朝
の
挙
兵
に
積
極
的
に
参
加
し
、
幕

府
成
立
後
有
力
御
家
人
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

　
興
福
寺
の
悪
僧
土
佐
房
昌
俊
は
、
興
福
寺
衆
徒
内
の
騒
擾
が
も
と
で

「敵
人
こ
は
く
し
て
」
南
都
に
住
め
な
く
な
り
、
伊
豆
に
下

っ

て
頼
朝
の
も
と
に
砥
候
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
で
さ
る
院
の
判
官
代
を
つ
と
め
て
い
た
藤
原
邦
通
は
、
藤
九
郎
盛
長
の
推
挙

に
よ

っ
て
配
所
の
頼
朝
の
も
と
に
候
じ
、
「洛
陽
放
遊
客
」
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
と

い
う
が
、
彼
も
ま
た
、
文
筆

・
芸
能
を
も

っ
て

地
方
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
存
在
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
流

人
で
あ
る
頼
朝
の
も
と
に
さ
え
、
こ
れ
だ
け
の
余
所
者
た
ち
が
集
ま

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
伊
豆
目
代
に
取
り
立
て
ら

れ
た
山
木
兼
隆
の
も
と
な
ど
に
は
京

・
西
国
か
ら
多
く
の
才
人
が
下
向
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『吾
妻
鏡
』
に
兼
隆
の
後
見
と
し

て
見
え
る
堤
権
守
信
遠
も
そ
の

一
人
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は

『延
慶
本
平
家
物
語
』
(第
二
末
+
)
で
は

「和
泉
判
官

(兼
隆
)
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か

一
の
郎
等
権
守
兼
行
」
と
見
え
て
お
り
、
お
そ
ら
く
兼
隆
に
近

い
、
伊
勢
平
氏
庶
流
を
出
自
と
す
る
武
士
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『源

平
盛
衰
記
』
(巻
二
+
)
に
強
弓
の
武
士
と
し
て
描
か
れ
る
関
屋
八
郎
は
、
も
と
河
内
国
石
川
郡
の
住
人
で
あ
り
、
兼
隆
の
従
者
に
は
ほ

か
に

「京
家

ノ
者
」
も
あ

っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あり

　

な
お
、
す
で
に
石
井
進
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
狩
野
介
茂
光

の
娘
と
伊
豆
守
為
綱
と
の
間
に
生
ま
れ
た
信
綱
が
狩
野
庄
田
代
郷

を
伝
領
し
て
田
代
氏
を
称
し
た
り
、
同
じ
く
茂
光
の
孫
娘
が
伊
豆
守
仲
綱
の
乳
母
子
で
伊
豆
目
代
と
な

っ
た
左
衛
門
尉
仲
成
と
の
間
に

一
男

一
女
を
も
う
け
る
な
ど
、
当
時
の
伊
豆
、
わ
け
て
も
国
衙
の
所
在
し
た
田
方
郡
に
は
、

一
時
的
に
下
向
し
た
貴

人
と
在
地
有
力
者

の
娘
と
の
間
に
生
ま
れ
た
者
た
ち
が
多
く
生
活
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　レ　

　
同
郡
天
野
郷
の
天
野
遠
景
は

「殺
し
屋
」
と
し
て
の
評
価
が

一
般
で
あ
る
が
、

一
方
、
彼
は
頼
朝
挙
兵
以
前
か
ら
京
官
で
あ
る
内
舎

人
を
帯
し
て
お
り
、
鎮
西
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
文
化
的
素
養
と

・
行
政
官
的
能
力
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
伊
豆
国
衙
周
辺
に
お
け
る
人
的
環
境
は
、
在
庁

「北
条
介
」
の
家
系
が
伊
勢
平
氏
の
時
家
に
継
承
さ
れ
た
可
能
性
の
高

さ
を
傍
証
し
て
お
り
、
本
節
冒
頭
に
掲
げ
た
疑
問
に
た
い
す
る
回
答
は

「否
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
思
わ
れ
る
。
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3
　
円
成
寺
遺
跡
の
語
る
も
の

　

静
岡
県
田
方
郡
韮
山
町
の
円
成
寺
遺
跡
は
中
世
の
伊
豆
国
田
方
郡
北
条
に
位
置
し
、
ま
さ
に
時
政
の
居
館
の
置
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ

に
あ
た
る
。
円
成
寺
遺
跡
の
呼
称
は
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
最
後
の
得
宗
で
あ

っ
た
高
時
の
母
覚
海
円
成
尼
が
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
こ

の
地
を
与
え
ら
れ
て
尼
寺
を
建
立
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は

『月
刊
歴
史
手
帖
』
第
二
一二
巻
九
号

(小
特
集

「伊
豆
韮

山
の
中
世
を
読
む
」

一
九
九
五
年
)
所
載
の
藤
原
良
章

・
原
茂
光

・
岡
陽

一
郎
ら
の
論
稿
に
詳
し
い
が
、
伊
豆
北
条
氏
の
評
価
に
関
係
す
る

指
摘
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。



「京武者」の東国進出とその本拠地について

　　　　　　　　　　　〔地図3〕 円成寺遺跡全図

(原茂光 「伊豆韮山円成寺遺跡について」『月刊歴史手帖』第23巻9号 より)
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①

こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
関
東
地
方
で
は
他
に
類
を
見
な
い
十
二
世
紀
代
の
手
つ
く
ね
の
土
器
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
手
つ
く

　
　

ね
の
土
器
は
京
都
系
の
技
術
に
よ
る
も
の
で
、
酒
宴
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
出
土
状
況
は
京
都
や
平
泉

の
よ
う
な
都
市
的

　
　

な
場
で
見
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
関
東
武
士
の
居
館
跡
で
は
未
確
認
で
あ
る
。

　

②
　
十
二
世
紀
第
三
四
半
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
渥
美
な
ど
の
陶
器
類
が
出
土
す
る
。
こ
れ
は
北
条
氏
が
伊
豆
の
在
庁
官
人
と
し
て
、

　
　

水
運
を
前
提
に
狩
野
川
に
面
し
た
位
置
に
居
館
を
構
え
て
い
た
こ
と
に
対
応
し
、
北
条
の
地
は
水
運
に
よ

っ
て
渥
美
な
ど
の
生
産

　
　

地
と
直
結
し
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
③

白
磁
四
耳
壷

・
青
磁
同
安
窯
系
碗
な
ど
の
十
二
世
紀
代
の
舶
載
陶
磁
器
が
出
土
し
て
お
り
、
北
条
氏
が
鎌
倉

に
入
る
以
前
か
ら

　
　

こ
の
よ
う
な
舶
載
品
を
所
有
で
き
る
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
④
　
十
二
世
紀
代
の
遺
構

・
遺
物
の
出
土
状
況
は
、
総
じ
て
平
泉
に
共
通
す
る
点
が
多
い
。

　
⑤

こ
の
遺
跡
は
、
山
を
背
負

い
水
辺
に
近
接
す
る
と
い
う
中
世
前
期
の
戦
闘
形
態
に
対
処
し
た
要
害
の
地
に
位
置
す
る
が
、
同
時

　
　

に
、
西
を
流
れ
る
狩
野
川
、
東
を
南
北
に
走
る
下
田
街
道
と
い
う
伊
豆
国
に
お
け
る
水
陸

の
幹
線

ル
ー
ト
を
押
さ
え
る
交
通

・
流

　
　

通
の
要
衝
に
立
地
し
て
い
る
。

　
考
古
学
的
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
藤
原
良
章
は

「北
条
氏
を

一
地
方
武
士
と
し
て
の
み
捉
え
る
の
は
や
は
り
相
当
な
過
小
評
価

と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ

(「伊
豆
韮
山
円
成
寺
遺
跡
と
中
世
東
国
史
を
め
ぐ
っ
て
」)、
岡
陽

一
郎
は

「鎌
倉
時
代
の
北
条
氏

に

つ
い
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
、
交
通

・
物
流
に
対
す
る
志
向
は
既
に
韮
山
の
地
で
も
み
ら
れ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(「中
世

居
館
の
光
景
i
円
成
寺
遺
跡
の
立
地
か
ら
ー
」)。

　
近
年
、
武
士
は
草
深

い
地
方
の
農
村
を
基
盤
と
し
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
、
そ
の
流
通

・
交
通
に
存
在
を
規
定
さ
れ
る
都

市
的

な
側
面
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
北
条
氏
は
ま
さ
に
そ
の
典
型
的
な
存
在
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
在



地

に
お
け
る
所
領
の
広
さ
や
公
権
力
に
敵
対
す
る
際
に
動
員
さ
れ
た
軍
事
力

(兵
員
な
ど
の
数
)
は
北
条
氏
の
勢
力
を
計
る
上
で
決
定
的

な
尺
度
と
は
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

「京武者」の東国進出とその本拠地について

注(1
)　

森
幸
夫

「伊
豆
守
吉
田
経
房
と
在
庁
官
人
北
条
時
政
」

(『季
刊
ぐ
ん
し
ょ
』
再
刊
第

八
号
、

一
九
九
〇
年
)
。

(2
)　

こ
の
系
図

に
関
す
る
最
新

の
研
究
成
果
と
北
条
氏
系
図
の
部
分
の
翻
刻
は
、
白
根
靖
大

「中
条
家
文
書
所
収

「桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」

の
基
礎
的

　
　

考
察
」

(入
間
田
宣
夫
編

『東
北
中
世
史

の
研
究
　
下
巻
』　

高
志
書
院
、
二
〇
〇
五
年
)
に
示
さ
れ
て
い
る
。

(3
)　
　

『尊
卑
分
豚
』

・

『続
群
書
類
従
』

・

『系
図
纂
要
』
所
収
の
北
条
氏
系
図

に
お
け
る
相
異
に

つ
い
て
は
、
奥
富
敬
之

『鎌
倉
北
条
氏
の
基
礎
的

　
　

研
究
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
〇
年
)
に
詳
し

い
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
時
政
以
前
の
北
条
氏
の
系
譜
に

つ
い
て
は
、
「北
条
氏
系
図
考

　
　

証
」

(安
田
元
久
編

『吾
妻

鏡
人
名
総
覧
-
注
釈
と
考
証
…

』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
)
の
第

1
章

「時
政
以
前
」

(菊
池
紳

一
執
筆
)
が
、
こ

　
　

の
段
階

で
知
ら
れ

て
い
た
系
図
の
記
事
を
網
羅

・
検
討

し
て

い
る
。

　
　
　

な
お
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
、
成
立
が
中
世
に
遡

る
時
政
以
前

の
北
条
氏

の
世
系
を
記
し
た
系
図

・
史
料
と
し
て
は
、
中
条
家
文
書

「桓
武
平
氏
諸

　
　

流
系
図
」
、

『源
平
闘
諄
録
』

の
ほ
か
、
野
津
本

「北
条
系
図
、
大
友
系
図
」

(田
中
稔

「史
料
紹
介
　
野
津

本

『北
条
系
図
、
大
友
系
図
』
」

『国
立

　
　

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
五
集
、

一
九
八
五
年
)
、
野
辺
文
書

「北
条

氏
系
図
」

(
『宮
崎
県
史
　
史
料
編
　
中
世
1
』

一
九
九
〇
年
)
、
『延

　
　

慶
本
平
家
物
語
』

(横
井
孝

「延
慶
本
平
家
物

語
附
載
系
図
に

つ
い
て
」

『季
刊

ぐ
ん

し
ょ
』
再
刊
第
八
号
、

一
九
九
〇
年
)
、
妙
本
寺
文
書

「平
家

　
　

系
図
」

(
『千
葉
県

の
歴
史
　
資
料
編
　
中
世
3

(県
内
文
書
)
』

二
〇
〇

一
年
)
、
入
来
院
家
所
蔵

「平
氏
系
図
」

(山
口
隼
正

「入
来
院
家
所
蔵
平

　
　

氏
系
図

に

つ
い
て

(上
)

(下
)
」
、

『長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論

叢
』

六
〇

・
六

一
、
二
〇
〇

二
年
)
、
指
宿
文
書

「平
姓
指
宿

氏
系
図
」

　
　

(
『鹿
児
島
県
史
料
　
旧
記
雑
録
　
家
わ
け
十
』
二
〇
〇
五
年
)
な
ど
が
あ
る
。
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(
4
)　

杉
橋
隆
夫

「
北
条
時
政

の
出
身
ー
北
条
時
定

・
源
頼
朝
と

の
確
執
1
」

(『立
命
館
文
学
』
五
〇
〇
号
、

一
九
八
七
年
)
。
な
お
、

こ
れ
よ
り
先
、

　
　

時
政
が
北
条
氏
嫡
流

で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
提
起
し
た
研
究
と
し
て
、
八
幡
義
信

「伊
豆
国
豪
族
北
条
氏
に
つ
い
て
」

(
『武
蔵
野
』
第
四
八
巻
第

一

　
　

号
、

一
九
六
九
年
)
が
あ
る
。

(5
)　

北
条
氏

の
在
京
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「承
久

の
乱
に
お
け
る
三
浦
義
村
」

(
『明
月
記
研
究
』

一
〇
号
、

二
〇
〇
五
年
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(6
)　

中
条
家
文
書

「
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
」

に
時
政

の
曾
祖
父
聖
範

の
兄
弟
と

し
て
見
え
る
盛
方

(使

・
右
衛
門
尉
)
は
、

『水
左
記
』
承
暦
四
年

　
　
　
(
一
〇
八
〇
)
年
閏

八
月
十
二
日
条

に

「左
衛
門
尉
」
と
し
て
所
見

し
、
彼
が

こ
の
日
記

の
記
主

で
あ
る
源
俊
房
の

「年
来
家
人
」
で
、
こ
の
日
、

　
　

四
十
八
歳
で
死
去
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
な
お
、
盛
方
に

つ
い
て
は

『続
群
書
類
従
』
所
収

「北
条
系
図
」

に

「依
違
勅
被
珠
」
、
正
宗
本

「北
条
系
図
」

に
は

「流
人
」
と
見
え
る
。

(7
)　

佐

々
木
紀

一

「北
条
時
家
略
伝
」

(『米
沢
史
学
』
第

一
五
号
、

一
九
九
九
年
)
。

(8
)　

盛
基
お
よ
び
そ
の

一
族
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「院
政
期
に
お
け
る
伊
勢
平
氏
庶
流
1

「平
家
」
論

の
前
提
作
業
1
」
、
同

「院
政
期
に
お
け
る
伊

　
　

勢
平
氏
庶
流

(補
遺
)
」

(京
都
女
子
大
学
宗
教

・
文
化
研
究
所

『研
究
紀
要
』
第

一
七
号
、
二
〇
〇
四
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(9
)　

北
条
氏
を
は
じ
め
と
す

る
幕
府
有
力
御
家
人
が
源
氏
将
軍
家
と
の
関
係
を
そ
の
優
越
性
の
根
拠
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「国
家
と
武
力

　
　

-
中

世
に
お
け
る
武
士

・
武
力
i
」

(『歴
史
評
論
』
五
六
四
号
、

一
九
九
七
年
)
で
触
れ
た
。

(
10
)　

杉
橋
隆
夫

「牧

の
方

の
出
身
と
政
治
的
位
置
i
池
禅
尼
と
頼
朝
と
ー

」

(上
横
手
雅
敬
監
修

『古
代

・
中
世

の
政
治
と
文
化
』
思
文
閣
出
版
、

一

　
　

九
九
四
年
)
。
こ
の
論
文
に
お
け
る
牧
の
方

の
年
譜
の
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
は
、
政
範

の
出
産
を
四
十
六
歳

の
時
と
す

る
こ
と
な
ど
に
無
理
を
感

　
　

じ
ざ

る
を
得
な

い
が
、
時
政
と
牧
の
方
と
の
婚
姻
の
時
期
が
頼
朝
挙
兵
以
前

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
間
違

い
な

い
と
思
う
。

(11
)　

貫
達
人

『鶴
岡
八
幡
宮
寺
ー
鎌
倉
の
廃
寺
』

(有
隣
堂
、

一
九
九
六
年
)

に
よ
る
と
、
鶴
岡
八
幡
宮

二
十
五
坊
の
初
代

の
僧
の
う
ち
、
平
家

一
門

　
　

と
さ
れ
る
人
が
十
五
人

い
る
が
、
そ
の
推
挙
者

の
わ
か
る
十

一
人
中
、
北
条
氏
は
時
政
が
六
人
、
義
時
が

一
人
の
計
七
人
で
あ
る

の
に
、
畠
山
重
忠

66



「京武者」の東国進出とその本拠地について

　
　

は
三
人
、
梶
原
景
時

は
二
人
に
す
ぎ
な
い
。

(
12
)　

得
宗
被
官
平

・
長
崎
氏
の
系
譜

に
関
し
て
は
、
森
幸
夫

「平

・
長
崎
氏
の
系
譜
」

(安

田
元
久
編

『吾
妻
鏡
人
名
総
論
-
注
釈
と
考
証
i
』
吉
川

　
　

弘
文
館

、

一
九
九
八
年
)
を
参
照
。
森
は
平
資
盛
子
孫
の
可
能
性
あ
り
と
す

る
が
、
私
は
伊
勢
平
氏
庶
流

の
子
孫
が
平
資
盛
の
子
孫
を
称
す

る
ケ
ー

　
　

ス
が
多

い
こ
と
に
注
意
し
た

い
。

　
　
　
　
な
お
、
古
澤
直
人
は
得
宗
被
官
平
盛
時

が
、
六
波
羅
探
題
北
条
重
時

か
ら
き
わ
め

て
丁
寧
な
書
礼
を
も

っ
て
遇
せ
ら
れ

て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
て

　
　
　
お
り

(同

『鎌
倉
幕
府
と
中
世
国
家
』
校
倉
書
房
、

一
九
九

一
年
、
四
三
四
ペ
ー
ジ
)
、

こ
の
こ
と
は
得
宗
被
官
平
氏
を
資
盛
の
子
孫
と
す
る
説

の

　
　
　
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(13
)　

時
政
が
伊
勢
平
氏

一
族
の
有
力
武
士
河
田
入
道
跡

の
地
頭
職

に
伊
豆
の
御
家
人
宇
佐
美
祐
茂
を
補
任
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
川
合
康

「鎌
倉
幕

　
　

府
荘
郷
地
頭
職
の
展
開

に
関
す
る

一
考
察
」

(同

『鎌
倉
幕
府
成
立
史

の
研
究
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出

一
九
八
五
年
)
を
参
照
さ
れ
た

　
　

い
。
な
お
、
川
合
は
こ
の
地
頭
職
補
任
を
時
政
の
京
都
守
護

の
地
位

に
求
め
て
い
る
。

　
　
　

時
定

の
活
動
に

つ
い
て
は
、
上
横
手
雅
敬

「吾
妻
鏡
文
治
三
年

九
月
十
三
日
条
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

(同

『鎌
倉
時
代
政
治
史
研
究
』

吉
川
弘
文

　
　

館
、

一
九
九

一
年

、
初
出

一
九
七
三
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

ち
な
み
に
、
大
山
喬
平
は
、
時
政
が
京
都
守
護
と
し
て
在
京
中

に
頼
朝

と
は
異
な
る
や
や
理
想
主
義
に
傾

い
た
対
朝
廷
強
硬
路
線

に
基
づ
く
政
治

　
　

方
針
を
示
し
た
こ
と
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都

で
の
評
判
は
悪
く
な
か

っ
た

こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
方
針
決
定
の
黒
幕
が
時
政

の
政
治
顧
問

の
立

　
　

場

に
あ

っ
た
右
近
将
監
家
景

(も
と
九
条
大
納
言
光
頼

の
侍
で
、

の
ち
に
時
政

の
推
挙

に
よ

っ
て
頼
朝
に
仕
え
、
陸
奥
国
留
守
所

に
補
任
)

で
あ

っ

　
　

た

こ
と
を
述

べ
て
い
る

(同

「文
治
の
国
地
頭
を
め
ぐ
る
源
頼
朝
と
北
条
時
政

の
相
剋
」

『京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
二

一
号
、

一
九
八
二

　
　

年
)
。
こ
の
指
摘

は
、
時
政

の
京
都
政
界
に
お
け
る
人
脈
や
時
政
自
身
の
政
治
的
意
思

・
力
量
を
推
測
す
る
上

で
実
に
興
味
深

い
。

(14
)　

拙
稿

「流
人
の
周
辺
-
源
頼
朝
挙
兵
再
考
1
」

(同

『中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
高
科
書
店
、

一
九
九
四
年
、
初
出

一
九
八
九
年
)
。
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(
15
)　

文
覚
が
伊
豆
に
配
流
さ
れ
た
時

の
使
者

に

つ
い
て
、
元
暦
二
年
正
月
十
九
日

「僧
文
覚
起
請
文
」

(
『平
安
遺
文
』
四
八
九

二
号
)

に
は

「頼
政
朝

　
　

臣
之
郎
等
源
省
」
と
見
え
る
が
、
近
藤
国
平

は
伊
豆
国
衙

の
役
人
と
し
て
こ
れ
に
従
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
16
)　

石
井
進

『日
本

の
歴
史

　
第

一
二
巻
　
中
世
武
士
団
』

(小
学
館
、

一
九
七
四
年
)
。

(17
)　

瀬
野
精

一
郎

「
"殺
し
屋
"
天
野
遠
景
」

(同

『歴
史

の
陥
穽
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
五
年
、
初
出

一
九
六
〇
年
)

む
す
び
に

　
佐
竹
氏
な
ど
、
十
二
世
紀
に
東
国
に
進
出
し
た
京
武
者
系
豪
族
的
武
士
が
、
地
域
の
経
済
と
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
を
お
さ
え
る
の

に
好
都
合
な
交
通

・
流
通
の
要
地
、
と
り
わ
け
内
陸
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
大
河
川
の
河
口
近
く
、
な
い
し
は
幹
線
道
路
と
河
川
の
交
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

す

る
地
点
に
進
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
旧
稿
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
在
地
系
の
千
葉
氏
の
場
合
も
、
十
二
世
紀
前
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

の
段
階
で
千
葉
庄
の
内
陸
部
か
ら
都
川
河
口
に
本
拠
を
移
動
し
た
と
い
う
所
伝
が
あ
り
、
こ
の
時
期
の
有
力
地
方
武

士
の

一
般
的
動
向

と
し

て
理
解
す

べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
品
川
も
千
葉
氏
の
本
拠
で
あ
る
千
葉
と
同
様
に
海
陸
交
通
の
結
節
点
と
な
る
河
口
の
港
湾
の
存
在
を
前
提
に
成

　
　

ハヨ　

立
し
た
。
伊
豆
北
条
は
狩
野
川
河
口
か
ら
伊
豆
国
府
に
潮
り
、
さ
ら
に
内
陸
に
入

っ
た
地
点
に
位
置
す
る
が
、
山
が
ち
な
伊
豆
に
お
い

て
は
も

っ
と
も
農
業
生
産
力
の
高
い
平
野
部
で
、
南
伊
豆
や
東
伊
豆
に
至
る
陸
上
ル
ー
ト
の
交
錯
す
る
ま
さ
に
伊
豆

一
国
を
お
さ
え
る

上
で
は
絶
好
の
地
点
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
周
辺
に
は
北
条
氏
と
同
様
に
京
都
な
い
し
畿
内
近
国
と
深

い
関
係
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
達
が
集
ま
り
、
情
報
の
集
積
と
い
う
点
に
お
い
て
も
ま
さ
し
く

「都
市
的
な
空
間
」
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
鎌
倉
幕
府
は
荘
園
領
主
や
国
司
の
支
配
に
反
発
し
た
東
国
武
士
団
が
、
そ
の
棟
梁
と
し
て
源
頼
朝
を
擁
立
し
、
彼
ら

の
階
級
的
利
益



「京武者」の東国進出とその本拠地について

　 〔地図4〕 中世千葉推定図

(簗瀬裕一 「中世の千葉町」より)

(注)図 中の猪鼻城跡 は15世 紀に築かれた城跡。

　　鎌倉 時代は千葉氏の葬地 となっていた らしく、蔵 骨器 として使 用 された 「褐粕四耳壺」(12世 紀

　　中国製)「 古瀬戸灰 紬四耳 壺」「常滑壺」が台地西辺部 から出土 している。
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を
守

る
機
関
と
し
て
樹
立
さ
れ
た
と
い
う
通
説
的
な
認
識
に
基
本
的
な
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
挙
兵
段
階

に
お
い
て
頼
朝

を
囲
続
し
た
人
た
ち
を
仔
細
に
検
討
し
て
い
く
と
、
頼
朝
の
政
治
を
直
接
動
か
し
、
手
足
と
な

っ
て
働
い
た
の
は
、
彼

の
乳
母
の
関
係

者
や
京
都
下
り
の
吏
僚
で
あ

っ
た
り
、
平
治
の
乱
の
の
ち
に
浪
人
と
な
っ
て
東
国
に
下
向
し
た
佐
々
木
父
子
や
加
藤
兄
弟
の
よ
う
な
畿

内
近
国
の
武
士
た
ち
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
に
共
通
す
る
特
性
は
、
列
島
規
模
の
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
言

い
換
え
る
と
広

い
情
報
網
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
あ

っ
た
。
北
条
氏
も
大
井

・
品
川
氏
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た
。

　
そ
し
て
ま
た
、
北
条
氏
が
頼
朝
亡
き
後
の
幕
府
を
主
導
す
る
権
力
を
確
立
し
得
た
の
は
、
単
に
頼
朝
の
外
戚
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

だ
け

で
は
な
く
、
北
条
氏
の
系
譜
的
な
ス
テ
イ
タ
ス
や
幕
府
成
立
以
前
か
ら
の
在
地
に
お
け
る
存
在
形
態
に
起
因
し
て

い
た
と
見
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ユ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
本
稿
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
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(1
)　

拙
稿

「豪
族
的
武
士
団

の
成
立
」
。

(2
)　
　

『千
学
集
抜
粋
』

(千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
編

『妙
見
信
仰
調
査
報
告
書

(二
)』

一
九
九
三
年
)
な
ど
。

(3
)　

中
世
都
市
と
し
て
の
千
葉
に

つ
い
て
は
、
簗
瀬
裕

一

「
千
葉
城
跡
概
説
ー

千
葉
氏
居
城

の
基
礎
的
考
察
i
」

(
『千
葉

い
ま
む

か
し
』
第

=

号
、

　
　
　
一
九
九
八
年
)
、
同

「中
世

の
千
葉
町
」

(拙
編

『第
二
期
関
東
武
士
研
究
叢
書

5
　
千
葉
氏

の
研
究
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
)
を
参
照
さ
れ
た

　
　

い
。
ま
た
、
品
川
の
景
観
的
特
徴

に
つ
い
て
は
、
湯
浅
治
久

「中
世
東
国

の

「都
市
的
な
場
」
と
宗
教
」

(峰
岸
純
夫

・
村
井
章
介
編

『中
世
東
国

　
　

の
物
流
と
都
市
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
五
年
)
に
要
領
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。

(4
)　

時
政
が
何

ゆ
え
に
伊
予
の
有
力
武
士
河
野
氏
と
密
接
な
関
係
を
結
ぶ
に
至

っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
も
、
そ

の
よ
う
な

こ
と
を
前
提

に
し
な
け
れ
ば

　
　

説
明
が
つ
き
か
ね
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
石
野
弥
栄
は

「河
野
氏
は
ま
ず
源
家
将
軍
と
結
び

つ
き
、

つ
い
で
西
国
進
出
を
果
そ
う
と
す

る
北
条
時
政



「京武者」の東国進出とその本拠地について

と
深
く
結
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」

(「河

野
氏
と
北
条
氏
1

い
わ

ゆ
る
元
久

二
年
閏

七
月
日
関
東
下
知
状
の
再
検
討
1
」

『日
本
歴
史
』
第
四
九
九
号
、

一
九
八
九
年
)
と
す
る
が
、

こ
の
逆

の
ケ
ー
ス
の
可
能
性
も
想
定

で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
四
国
地
方

の
武
士
に
た

い
す
る
時
政

の
政
治
的
影
響
力
に

つ
い
て
は
、、
上
杉
和
彦

「中
世
土
佐
地
域
史
論

の
諸
前
提
-
鎌
倉
幕
府
権
力

と
土
佐
国
の
関
係
に
関
す
る

一
試
論
ー
」

(十
世
紀
研
究
会
編

『中
世
成
立
期

の
政
治
文
化
』
東
京
堂
出
版
、

一
九
九
九
年
)
も
参
照
さ
れ
た
い
。

〈付
記
V　

本
稿

は
平
成
十
六
年
度
京
都
女
子
大
学
宗
教

・
文
化
研
究
所
研
究
助
成

に
よ
る
共
同
研
究

「武
士

の
本
拠
の
立
地
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

　

(研
究
代
表
者

・
野

口
実
、
研
究
協
力
者

・
山
田
邦
和
)

の
研
究
成
果
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
外
に
論
文
化
さ
れ
た
こ
の
研
究
に

　
よ
る
成
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
野
口
実
　
　
「平
家

の
本
拠
を
め
ぐ

っ
て
」

(『古
代
文
化
」
第
五
七
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
)

　
　
　

同
　
　
　
「仁
和
寺
本

『系
図
』
収
録

「平
安
京
図
」

に
見
え
る
筆
屋
の
設
置
地
点
に

つ
い
て
」

(『仁
和
寺
研
究
』
第
五
輯

、
二
〇
〇
五
年
)

　
　
　
同
　
　
　
「法
住
寺
殿
造
営
の
前
提
と
し
て
の
六
波
羅
」

(高
橋
昌
明
編

『院
政
期
の
内
裏

・
大
内
裏
と
院
御
所
』
文
理
閣
、
二
〇
〇
六
年
)

　
　
山
田
邦
和

「
『福
原
京
』

の
都
市
構
造
」

(
『古
代
文
化
』
第
五
七
巻
第
四
号
、

二
〇
〇
五
年
)

　
　
　
同
　
　
　
「福
原
遷
都

の
混
迷
と
挫
折
」

(
『古
代
文
化
』
第
五
七
巻
第
九
号
、

二
〇
〇
五
年
)

〈追
記

〉

　
本
稿
提
出
後
、
落
合
義
明

『中
世
東
国

の

「都
市
的
な
場
」
と
武
士
』

(山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
十

一
月
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
第

二
部
第

一
章

「源
頼
朝

と
東
京
湾
」

に
は
、
品
河

・
大
井
氏
を
テ
ー

マ
に
、
本
稿
に
近

い
問
題
意
識
に
そ

っ
て
す
ぐ
れ
た

ア
プ

ロ
ー
チ
が
加
え

ら
れ

て
お
り
、
本
稿
に
お

い
て
は
考
察

の
対
象
に
出
来
な
か

っ
た
多
く
の
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
御
参
照

い
た
だ
き

た

い
。
な
お
、
同
書
を
御
恵
送
下
さ

っ
た
落
合
氏
に
記
し
て
謝
意
を
表

し
た
い

(初
校

に
際
し
て
)
。
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〈追
々
記
〉　

本
稿

に
お

い
て

「円
成
寺
遺
跡
」
と
し
た
遺
跡
は
、
国
史
跡
指
定
を
受
け
て
現
在

は

「史
跡
北
条
氏
邸
跡

(円
成
寺
跡
)
」
が
正
式

な
名

　
　
　

称
と
な

っ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
遺
跡
の
所
在
す
る
静
岡
県
田
方
郡
韮
山
町
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月

一
日
、
周
辺

の
伊

豆
長
岡
町

・
大
仁
町
と

　
　
　

合
併
し
て
伊
豆
の
国
市
と
な

っ
た

(再
校

に
際
し
て
)
。
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〈キ

ー

ワ
ー

ド
〉

武
士
　
東
国
　
大
井

・
品
川
氏
　
北
条
氏


